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1　開催の経緯
1992年の秋にu本労働法学会を専修大学で開催してから､すでに15年以上がたってい
た｡口本労働法学会は､毎年2回､春(5月)と秋(10月)に開催され､原則としてその
うちの1回は東京で開催するのか慣例となっている｡そのため､東京の大学は開催校とな
る頻度が高くなる｡島田陽一事務局長(早稲凹大学)から開催校の打診があったとき､前
回の開催から15年以上たっているということで､断りづちい状況であった｡そこで､開
催校を引き受ける旨を島田事務局長に返答し､昨年春の学会前日に開催された理事会にお
いてそれが承認され､ 2009年秋の第118回大会を開催校として引き受けることが決まっ
たのである｡
学会開催を引き受けるに当たって秋の大会を希望したのであるが､それには理由があっ
た｡午前中の個別報告と午後のミニシンポジウムとで構成され､報告会場に3つの教室を
確保しなければならない春の大会とは異なり､秋の大会は､統一テーマの大シンポジウム
のみの開催であり､ 400人から500人が入る大きな教室を1つ用意すればよい｡そこで､
入学院生を何人も抱えているわけではない当方としては､その準備の大変さを考え､秋の
大会を引き受けるのがよいと考えたのである｡
ところが､新型インフルエンザの雁患者が大会会場のすぐ側の学校で多人数発生したた
めに､学会史上初の大会開催の中止となってしまった春の第117回大会(神戸大学で開催
予定であった)で行うことができなかった､若手研究者の研究発表の場である個別報告を､
秋の第118回大会において大シンポジウムとともに開催することが､ 7月の企画委員会で
決定された｡そのために､会場となる教室を急速もう1つ確保する必要が生じることとなっ
た｡また､個別報告が大シンポジウムの前に入ることによって､大会の開催時刻がいつも
の大会に比して1時間早くなることとなり､タイトなスケジュールでの開催となった｡
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今回の学会開催は､このような異例な形でのものとなったのであるが､学会の会貢であ
る渡辺章先生(法科大学院)､小島晴洋先隼(法学部)､膳右忠司先生(経常芋部)､ IIIH
創-先生(法科大学院)､中内哲先生(熊本大学)､ LlJ下昇先隼(九州人学)､柳揮武先生
(名城大学)､大学院生のイさん(法学研究科)､リンさん(経営学研究科)､新屋敷さん
(九州大学大学院)､スウさん(九州大学大学院)､有田ゼミの3､ 4年生20名の協力を得
て､無事に開催することができたことをまずここで報'告･しておきたい(なかでも､入学院
生のイさんには､準備段階から当口まで人変多くの時間を割いて手伝ってもらったことを
特に記しておきたい)｡
2　学会開催の準備
前述のように､個別報告が大シンポジウムの前に開催されることになり､教室を1つ確
保する必要が生じたため､学務課を通じてそれをお願いすることとなった｡教室の確保と
いうことでは､大会会場に設営するテーブルを運び目すためにゼミ教室を2つ､当日の学
会誌編集委員会､報告者･古J会者控室､開催校関係者控室のためにゼミ教室3つの計5つ
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のゼミ教室を確保する必要があった｡テーブルを運び出すためにゼミ教室を確保する必要
があることは､大会が間近に迫った時期に気がついたために､学務課､教務課､二部事務
課の万々にご迷惑をおかけした｡お詫びするとともに､感謝申し上げる｡
会場に設置する｢日本労働法学会第118回大会｣と書いた垂れ幕や､大会次第､総会議
題､そして外に設置する大会案内の立て看板の作成については､神田のエクステンション
センターの大型プリンターを使わせていただきご協力いただいた｡また､会場となる教室
に垂れ幕を設置するために必要な脚立の準備については､管理課および中央監視室の方に
ご協力いただいた｡ここに記して感謝申し上げる｡
また､学会開催申請時には分からなかったことであったが､学会開催当日に､神田校舎
の地下l階から地上2階までの教室で､予備校が入試の模擬試験を開催することが､後
で分かった｡そのため､受付の設置場所を3階の教室前のロビーとすることなど､対応が
必要なことがいくつか出てきた｡階下で試験をしている受験生に騒音等が及ばないように
することが大きな課題となった｡解決法として､ ｢立入禁止｣､ ｢静粛に｣と書いた紙を貼っ
たパネルを建物内の階段の前に置き､開催校からの事務連絡等の際に､繰り返し事情を説
明することとした｡また､守衛室の方の提案もあって､庶務課の方とも相談して､ 1階の
教室側の入り口は施錠し､学会参加者は1階の庶務課側の入り口からのみ入場することと
し､予備校主催の模擬試験の受験生は地下1階からのみ入場するようにして､双方の入り
口を分けるという方法をとることにした｡その上で､会場の外に何人か案内の学生を配置
して､そのように案内をしてもらうこととした｡こうしたやり方を提案していただいた守
衛室の方に感謝申し上げる｡
以上のような協力を得られたことで､いくつかの問題をクリアして､開催準備を行うこ
とができた｡
3　大会当日
前述のような事情により､個別報告が前に入ることによって､大会開催時刻がいつもの
大会に比して1時間早くなり､それに伴い受付開始時刻も1時間早い8時からになったこ
とから､大会当日の開催校関係者の集合時刻は､午前7時というかなり早い時間にせざる
を得なかった｡学生諸君にはきつかったことであろう｡事前に決めておいた役割分担に従っ
て､各々担当部署の準備を行った｡
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弁当､懇親会を申し込んだ会員から､受付時にお金を受け取ることから､その管理には
特に気を遣った｡担当していただいた先生方､大学院生､ゼミの学生諸君には､間違いな
く収受､管理をしていただいたことに感謝申し上げる｡
もう一つ気を遣ったことは､前述のように､大会当日は階下の2階から地下1階までが
予備校の模擬試験の会場となっており､騒音等が下に行かないようにすることであった｡
そのため､建物内の階段を使えないようにパネルで遮ることをしていたが､それだけでは
十分ではないということで､受付の場所も､準備段階で予定していた会場となる301教室
と302教室の前のロビーを止め､会員等がエレベーターで3階に上がって来てすぐ分かる
場所であり､建物内の階段からも離れている､休憩室に使う303教室入り口付近に設置す
るように変更した｡そしてさらに､会場となる301教室と302教室の前側の入り口ドアに
会員等が近づけないように､さらにパネルを2つ設置することにした｡おかげで､受付に
人がたくさんいるときでも､そうした人の声が階段から下の階に響いて行くのを防ぐこと
ができた｡ただ､そうすると､特に302教室の後ろの入り口がわかりにくいことから､案
内の学生を2､ 3名配置して､迷っている会員等を案内する必要が生じた｡
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このような当日の状況を見ながらの臨機応変な､柔軟な対応が可能であったのも､ゼミ
の学生諸君がしっかりやってくれたおかげである｡知り合いの会員の方々に､学生諸君が
しっかりと手伝いをしてくれているとお褒めいただいた｡これは何より嬉しいことであっ
た｡
その他にも､質問用紙の回収とそれをコピーして報告者グループに届ける仕事､シンポ
ジウムの質疑の時間において会場内で質問者にマイクを持っていく仕事､質疑の内容を録
音する仕事といった､大会運営上の大事な仕事を院生､学生諸君がしっかりとやってくれ
たおかげで､支障なく大会を運営することができた｡感謝したい｡
日本労働法学会では､大会終了後に､会員(傍聴者も参加可能)が､懇親を深め､シン
ポの続きの議論をすることもできるようにと､懇親会を開催することになっている｡本大
会においても､入会終了後､ 1号館15階で懇親会を開催した｡約150名の方々の参加を
得て､盛会に懇親会を行うことができた｡渡辺章先生には開催校を代表してご挨拶をして
いただいた｡感謝申し卜げる｡懇親会の料理やお酒(校友会が販売している専修大学ゆか
りのビール､ワイン､焼酎を出した)の評判はよく､開催校としてはほっとした｡ケ一夕
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リング会社の方にお礼申し上げたい｡
以上に記したように､多くの方々のご協力なしには､本大会を無事に開催することはで
きなかった｡最後に､改めて､本大会を開催するに当たりご協力いただいた､学内､学外
の方々､皆様に感謝の意を記して､日本労働法学会第118回大会の開催報告を閉じること
としたい｡
(2009 (平成21)年11月記)
(ありた　けんじ　専修大学法学部教授　日本労働法学会監事)
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